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令和３年度公共事業 

再評価諮問箇所個別資料 
 

森林整備課 森林基盤整備交付金事業   １件 

 

 １ 公共事業再評価諮問箇所一覧表、B/C の考え方 

                       Ｐ1～ 

 ２ 個別事業箇所資料             

・ 公共事業再評価諮問箇所「継続」理由書等    

  ・ 再評価対象事業箇所調書 

・ 個別箇所説明資料 

①  森林基盤整備交付金事業（角の内線） Ｐ３～ 

 





No. R

1



/

2



  様式イ 

令和３年度公共事業再評価諮問箇所「継続」理由書等 

 

 （課名：森林整備課） 

事 業 名 

（路河川等名） 

森林基盤整備交付金事業 

（角の内線） 

継続・中止理由 当路線は、多良岳北部に位置し、県が設定している「環境林」

内を通過する総延長 3,322ｍの森林施業道である。 

当路線の区域内には、終点側に既設行き止りの道路があるの

みで、林内路網が未整備な状況にあり、手入れが行き届かず過

密した林分状況となっている。 

当路線を早期に開通させ、森林の持つ多面的機能の早期回復

及び高度発揮させるため、林道の開設を実施しているところで

ある。 

事業の進捗は、令和２年度末で 74％となっており、令和５

年度完成を目標に事業を実施していくこととしている。 

なお、今回の延長理由は、当該現地を再確認したところ、落

石の危険性が高い岩石群等が覚知されたことから、工事の安全

施工及び供用開始後の通行の安全確保のため、落石対策工の検

討及び工事の追加が必要となったことにより、やむを得ず期間

の延長及び事業費の増加が必要となったものである。 

このようなことから、効率的かつ効果的な森林整備を実施す

るためにも早期に開通させる必要があることから、今後も事業

を継続していくことが必要である。 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

【便 益】（Ｂ）          ６．６０億円 

（内 訳） 

 ○木材生産等便益       ０．８７億円 

 ○森林整備経費縮減等便益   ５．１０億円 

 ○森林の総合利用便益     ０．６３億円 

【費 用】（Ｃ）          ５．９９億円 

 

費用便益比（Ｂ/Ｃ） 

   ６．６０／５．９９  ＝  １．１０ 

備  考  
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様式２  
令和３年度再評価対象箇所    （再評価実施後５年間が経過する前に工期延長及び事業費増額を行う事業） 
（対象：令和元年度再評価実施箇所） 

番号 項目 
事 業 名 
(路･河川名等) 

事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 
事業を巡る社会経済 
情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 
の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 
等 の 可 能 性 

再評価理由 
対応方針 
(事業課案) 

 
 
 

再評価 
時点 
 
Ｒ１ 

森林基盤整備交
付金事業 
 
角の内線 
 
事業主体：県 
 
事業地：太良町 

 当路線の起点及び終点
は、藤津郡太良町多良地内
の既設道路に連絡する森
林施業道である。 
当林道を開設することに
より、間伐等の森林整備を
促進させ、森林の持つ多面
的機能の早期回復及び高
度発揮を図る。 

全体事業費 ：4.0億円 
全体計画延長：L=3,322ｍ 
幅    員：W=3.0ｍ 
工期：H22～R3（12ヵ年） 
 
（起点・終点） 
太良町大字多良 
 
事業内容 
開設工事 
・道路土工 
・法面保護工 
・舗装工（ｺﾝｸﾘｰﾄ路面工） 
など 

H30年度末進捗率：73% 
（事業費ﾍﾞｰｽ） 
（年平均進捗率：8％） 

・木材価格において、事業着手
時より若干の価格低下の傾向
はあるものの、影響を及ぼすよ
うな大きな変化は見られない。 
・災害の実績なし 

B/C＝1.21 
 

費用対効果の要
因の大きな変化
なし。 

（コスト縮減） 
再生材や建設副

産物の有効利用等
に努める。 
 

（代替案） 
 特になし 
 

事業採択後、 
10年間経過 

継続 
 

現時点 
 
Ｒ３ 

 
同上 
 

 
同上 
 

全体事業費 ：4.63億円 
全体計画延長：L=3,322ｍ 
幅    員：W=3.0ｍ 
工期：H22～R5（14ヵ年） 
 
（起点・終点） 
太良町大字多良 
 
事業内容 
開設工事 
・道路土工 
・法面保護工 
・落石対策工 
・舗装工（ｺﾝｸﾘｰﾄ路面工）
など 

R2年度末進捗率：74% 
（事業費ﾍﾞｰｽ） 
（年平均進捗率：7％） 

・木材価格がここ数か月上昇し
ており、今後木材生産が活発化
する可能性がある。 
・災害の実績なし 

B/C＝1.10 
 

事業費の増加に
よる費用対効果
が減少。 
 
 

 
同上 
 

事業期間の延
長 
(完了年度) 
令和3年度 
→令和5年度 
 
全体事業費の
増額 
4.0億円 
→4.63億円 

継続 
 

理由等 
 
 

 
 
 

 
 
 

当初、想定していなかっ
た落石対策工事の追加に
より事業費が増加。 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

当初、想定してい
なかった落石対
策工事の追加に
より事業費が増
加したため。 

 
 
 

当初、想定し
ていなかった
落石対策工事
が必要となっ
たため。 

（理由） 
路網整備は、森

林の適切な管理
並びに効率的な
森林作業に寄与
するものである。 
また、当該路線

の開設工事完了
区間については、
計画的な森林整
備を実施してい
るところである。 
事業進捗は、令和
２年度末で74%と
なっており、事業
効果を発揮する
ため完成が必要
であり事業の継
続は必要である。 
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